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遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の
多様性の確保に関する法律の概要

目 的
国際的に協力して生物の多様性の確保を図るため、遺伝子組換え生物等の

使用等の規制に関する措置を講ずることにより、生物多様性条約カルタヘナ

議定書（略称）等の的確かつ円滑な実施を確保。

主務大臣による基本的事項の公表
遺伝子組換え生物等の使用等による生物多様性影響を防止するための施策

の実施に関する基本的な事項等を定め、これを公表。

主 務 大 臣：環 境 大 臣 財 務 大 臣

文部科学大臣 厚生労働大臣

農林水産大臣 経済産業大臣

遺伝子組換え生物等の使用等に係る措置

遺伝子組換え生物等の使用等に先立ち､使用形態に応じた措置を実施

↓ ↓

「第一種使用等」 「第二種使用等」

＝環境中への拡散を防止 ＝環境中への拡散を防止

しないで行う使用等 しつつ行う使用等

新規の遺伝子組換え生物等の 施設の態様等拡散防止措置が

環境中での使用等をしようとす 主務省令で定められている場合

る者(開発者､輸入者等)等は、事 は､当該措置をとる義務。

前に使用規程を定め､生物多様性 定められていない場合は、あ

影響評価書等を添付し､主務大臣 らかじめ主務大臣の確認を受け

の承認を受ける義務。 た拡散防止措置をとる義務。

未承認の遺伝子組換え生物等の輸入の有無を検査する仕組み、輸出の際の

相手国への情報提供、科学的知見の充実のための措置、国民の意見の聴取、

違反者への措置命令、罰則等所要の規定を整備。
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生物多様性への影響
（カルタヘナ法）

飼料としての安全性
（飼料安全法・食品安全基本法）

遺伝子組換え農作物の安全を確保する仕組み

遺伝子組換え農作物に関しては、

① 食品としての安全性は「食品衛生法」
及び「食品安全基本法」

② 飼料としての安全性は「飼料安全法」
及び「食品安全基本法」

③ 生物多様性への影響は「カルタヘナ法」

に基づいて、それぞれ科学的な評価を行い、全て
について問題のないもののみが輸入、流通、栽培
等される仕組みとなっている。

問題のないもののみが輸入、流通、栽培等

食品としての安全性
（食品衛生法・食品安全基本法）

農林水産省

パブリックコメント

飼料としての安全性を確認し
た旨の公表（告示）

隔離ほ場における使用や観賞用の花きなど食品、
飼料として使用しない場合は、③のみ

厚生労働省

食品としての安全性審査の手
続を経た旨の公表（告示）

農業資材審議会

・家畜に対する安全性につ
いてのリスク評価

食品安全委員会

・畜産物としての安全性
についてのリスク評価

農林水産省・環境省

パブリックコメント

承認をした旨の公表(告示)

農林水産省・環境省

パブリックコメント

承認をした旨の公表（告示）

食品や飼料の安全性についての確
認との整合性を考慮（カルタヘナ
法に基づく基本的事項で規定）

評価依頼

厚生労働省

安全性審査の申請

食品安全委員会

・食品としての安全性につ
いてのリスク評価

・パブリックコメント

安全性確認の申請

農林水産省

評価依頼

評価結果
答申 評価結果

一般的な使用のための
承認申請

食用・飼料用としての輸入、流
通、栽培等

農林水産省・環境省

隔離ほ場試験のための
承認申請

農林水産省・環境省

生物多様性影響評価検討会
（農作物分科会、総合検討会）

生物多様性への影響についてのリスク評価

意見聴取

意見提出

生物多様性影響評価検討会
（農作物分科会、総合検討会）

生物多様性への影響についてのリスク評価

意見聴取

意見提出

諮問
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うち栽培が可

トウモロコシ 88 86
・害虫に強い

・特定の除草剤で枯れない

ワタ 34 －
・害虫に強い

・特定の除草剤で枯れない

ダイズ 30 23
・害虫に強い

・特定の除草剤で枯れない

・特定の成分を多く含む

セイヨウナタネ 16 14 ・特定の除草剤で枯れない

アルファルファ 5 5 ・特定の除草剤で枯れない

パパイヤ 1 1 ・ウイルス病に強い

テンサイ 1 1 ・特定の除草剤で枯れない

カーネーション 8 8 ・新たな花色（青色）の花きを生産

バラ 2 2 ・新たな花色（青色）の花きを生産

計 185 140

作物名

一般的な使用
（食用・飼料用としての輸入、流通、栽培等） 主な性質

カルタヘナ法に基づき承認された
遺伝子組換え農作物の数

トウモロコシ、ダイズ及びセイヨウナタネの一部の品種は、申請者から
栽培の申請がなかった。

ワタについては、国内で栽培がされていないため、申請者からの栽培の
申請がなかった。

※１

※２

※１

※１

※１

※２

国内では、バラ１品種を除き、商業栽培はされていない。

（平成31年２月20日現在）
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PKS

PAO
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